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　以下に、ドイツ語で書いたプラハ生まれの詩人リル
ケ（Rainer　Maria　Rilke）の政治意識を、生涯にわたっ
て追跡する。このテーマの発端は、ほぼ半世紀前に遡
る。1956年、戦後のドイツ、あるいは日本で、いわゆ
るリルケブームが頂点に達し、雑誌「シュピーゲル」が
リルケ特集を組み、この詩人の詩作品が代替宗教かと
見まがうほどに熱狂的に読まれ、多くの人々の心の支
えとなっていた時代のただ中で、「ミラノ書簡』と題さ
れたリルケの書簡集が刊行された（Lettres　Milanaises．
Hrsg．v．Renee　Lang．　Librairie　Plon，　Pari　l　956）。10年来
の知己であって、やがて進歩的なイタリアはミラノの
貴族に嫁したアウレーリア・ガララーティースコッ
ティ（愛称、レッラ）夫人宛に、最晩年のリルケは、
1920年代の政治や世相について、忌揮なく語った。こ
れらの手紙を集約したのが、『ミラノ書簡』である。
　まずリルケの読者が不思議に思ったことは、この脱
政治的、純粋にして孤高の詩人が、同時代の政治に対
して不可解と思われるほど激しい情熱を傾けて言及
する態度であろう。ましてや、リルケがイタリアの
ファシスト、ムソリーニを「イタリアの意志を統合す
る建築家」、「…　古代の火の燃え上がる炎から作ら
れた新たな意識を鍛造する鍛冶屋。幸せなイタリア
よ！」（BP．S．682ff．）と賛美するくだりを目の当たりにす
るに及び、その驚きと失望と興醒めは、いかばかりで
あったことだろうか。ファシズムが去ったあとで、実
存哲学の源流をなす詩人としてリルケを讃えてきた
研究者や読者は、ある種の「決断」を迫られたと感じ
たに違いない。なにしろ敬愛する詩人がファシストを
心底からあからさまに称揚するのであるから。リルケ
ブームが去ったとき、かつての熱狂的なリルケイアン
※本研究は科研費（18202008）の助成を受けたものである。
は、リルケの詩論研究に没頭してゆくか、リルケを「保
守反動の貴族主義者」と見なして訣別するかの、いず
れかであったろう。
　しかし、事柄の本質はそう簡単ではなかった。たし
かに明快な立場の一方の極として、アメリカのゲルマ
ニスト、エーゴン・シュヴァルツは、その著『呑み込
まれたむせび泣き一ライナー・マーリア・リルケにお
ける詩と政治』（1972年）のなかで、対ユダヤ思想、同
時代のファシズムの文化的土壌等を背景に、こうした
リルケの政治的な脆弱さを、白日の下に曝した（Egon
Schwarz：Der　verschluckte　Schluchzen．　Poesie　und
Politik　bei　R．　M．　R　ilke．　Athena’um　Verlag　Frankfurt
am　Main．1972）。この書の表題が、『ドゥイノの悲歌』
の『第一悲歌』冒頭部のパロディであることから、リ
ルケ文学およびドイツ本国でのゲルマニスティクの
リルケ研究を批判的に主題化していることは容易に
察することができる。
　事実、シュヴァルツの提示したテーゼとは、①リ
ルケ文学はもはやドイツ文学研究内部では捉えきれ
ない「文化現象」であること、②リルケは、小市民的
貴族主義者かっ反産業革命主義者かつ農本主義への
志向を持つ、ファシズムへの道を準備した典型的な小
市民的知識人であること、③リルケをファシストで
ないと主張するには、ムソリーニを讃えた「ミラノ書
簡』中の2通の手紙を否定する証拠が必要であるこ
と、であったが、これらのテーゼはそれ自体としては
いずれも簡単に反論することは容易ではない。だがし
かし、シュヴァルツの主張はどこかしら論点が移行し
てしまい、リルケ文学の本質を射抜いているとは言え
ないのでは、との疑問が、リルケの詩の愛好家から生
じた。とくに、リルケの文学的営為を、ファシズム研
究の用語で評価することの是非について、反省的検討
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が論者シュヴァルツにはほとんど見られないことは
事実である。いわゆる横断的研究における配慮すべき
初歩的手順が欠落していたといえる。
　他方の、ドイツにおけるゲルマニストたちは、この
新大陸からの批判にどのように対応し得たであろう
か。ときは、リルケ生誕100年記念の、マールバハで
の「リルケ展」の開催と重なる。ドイツにおけるリル
ケ生誕100年の行事は、E．シュヴァルツの挑戦に答え
る形で行われたことは、当時も今も否定できない。ド
イツ・ゲルマニスティクにおいて、この問題に正面か
ら対処したのは、当時、マールバハ文学資料館の研究
員であったハンス・ヨアヒム・シュトルクであった。
『手紙の発信者としてのリルケ』（R撚θalS　Brief－
schrether）なる表題の教授資格論文を書いたこの実証
主義者は、リルケの政治的な意味での本音を熟知して
いたと推察できる。日本人としてこの展覧会をつぶさ
に見たりルケ学者、上村弘雄は、シュトルクによって
掲げられたリルケ像の衝撃的な新しさを、次のように
記している。
　…　たとえばそこで［1975年マールバハのリルケ
　展］で提示されたのは、成人間のホモセックス処罰
　に関する刑法175条改正の請願書に署名し、ユダヤ
　問題のアンケートに真摯に答え、教育改革にも大き
　な関心を寄せたりルケであり、第一次世界大戦が始
　まるやヘルダーリンの影響下に、一時、戦神をテー
　マにした『五つの歌』をつくったものの、偏狭な愛
　国主義にはついに与せず、終始戦争否定の立場に立
　ち、ソヴィエトの十月革命が起こると、これを歓迎
　し、翌18年のミュンヘン革命にも期待と希望を寄
　せ、さらに革命派のタルト・アイスナー、ゾフィー・
　リープクネヒト、エルンスト・トラー、オスカー・
　マーリア・グラーフらとも交渉があったリルケであ
　る…　（塚越敏・田口義弘編「リルケ論集』国文社、
　1976年、第287ページ）
シュトルクがマールバハのリルケ展で示したこうし
た新たなリルケ像を見れば、それがシュヴァルツへの
充分な反論となっていることが理解できる。他にも、
シュヴァルツの問題提起に対する多様な対応がある
が、（独文学者ベーダ・アレマンらの参加した「フラ
ンクフルター・アルゲマイネ」紙主催の紙上シンポジ
ウム、プラハ生まれのリルケ研究者ペーター・デーメ
ツの批判と評価の両面を含む論文など）、一様に概し
て冷静にシュヴァルツの問題提起を受け止めている。
それらの多くは、シュヴァルツの功績は従来のリルケ
研究にはなかった新たな「政治」という視点をゲルマ
ニスティクに吹き込んだことにあると認めた上で、そ
の方法が政治的イデオロギーに則った紋切り型の
ファシズム批判の域を出ないこと、何よりも論者がリ
ルケの作品を読み込んでいないことが論証の脆弱さ
を招いていること、などを指摘している。（前掲書中の
上村弘雄の論文『今日のリルケ』284－306頁、参照）
　我々が通常と感じている政治的イデオロギーでは
論じることができない、あるいは、少なくとも論じる
ことが適切ではないリルケの政治性は、それでは、ど
のような方法で解明できるのであろうか。この間に対
する一つの回答を提示したのは、シュトルクの側で
あった。同氏は、上記の論争後17年春経た1992年、
「リルケ、政治についての書簡集』を自ら編集し、イン
ゼル書店から刊行した。　（Rainer　Mαria　R　ilke，　Briefe
zur　Polin’k．　Hrsg．　v．　Joachim　W．　Storck．　Insel　l　992）この
書簡集においてシュトルクは、1970年代からのリルケ
と政治という宿題に、あたかも終止符を打つかのよう
な意気込みで、問題とされるリルケの手紙に注釈を施
した。それはいわぼ、徹底した実証主義の産物である。
リルケ没後の、ナチスによるホロコースト、戦後の冷
戦下のイデオロギー対立、などの身近な利害関心は、
可能な限り排除され、一そのようなことが可能かどう
かは別として一、リルケの生年の1875年前後から
1926年半リルケの没年に至るまでの政治的事件がリ
ルケの詩精神に与えた影響と、リルケ自身のそれらへ
の対応を、綿密に調査したのであった。
　たしかに、いかに客観的な実証主義にも解釈が入り
込むものであるが、この書は、あるいは受けるかもし
れない「装われた客観性」という批判を差し引いても、
なおリルケ研究史上益するところが大である。
　同書において導入された「スラブ」、「プロイセン＝
ドイツ」、「オーストリア」、「ラテン」の概念を主導的
基準として、これまでは不可解と思われたリルケの言
動を順次、解きほぐしてゆく手法は、ドイツ・ゲルマ
ニスティクならではの凄味を感じさせる。
　この一書を以て、リルケと政治の問題が落着したか
に見えるが、ことはやはりそう簡単ではない。すなわ
ち、シュトルクの手法は、言語文化圏とナショナリズ
ムの絡み合う複雑な政治文化地図におけるリルケの
志向あるいは嗜好の問題として、リルケの政治的発言
を解釈しているのであるが、そうした発言が外的政治
地図には結びつけられてはいるものの、さらに踏み込
んだりルケの詩論の領域へは関連付けられてはいな
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い、あるいは少なくともそのことが主眼ではない。
　　　　　　　　　　　＊
　ここでは以上の刊行物において論議されたリルケ
の政治書簡および作品を、リルケの詩論に軸足を置い
て、再解釈を試みた。その動機は、リルケの詩学がも
はや従来的な意味での詩学の定義を踏み越え、質的に
変貌しているのではないか、詩と政治はこの詩人の場
合、不可分の一体を成していたのではなかろうかと仮
説を立て、期待したからである。そうであれば、リル
ケの政治についての発言のなかにあるいは一貫した
論理が潜むかもしれない。そして、予想にたがわず、リ
ルケの詩論は、次の二つのテーゼに集約される諸特徴
を備えていることがすでに現段階で確認された。
　1．リルケにおいて、詩学Poetikはもはやars
　　poetica（作詩術）にとどまらず、世界解釈の方法
　　ないしは生の広範な領域を包括する生き方その
　　ものとなっていた。
　2．ゆえに、リルケのPoetikは、政治Politikをもそ
　　の内部空聞に取り込もうとした。その結果、リル
　　ケの同時代の政治的事件の数々が、リルケの書簡
　　文学をも含めた詩作の構成要素となる必然性が
　　生じた。それは、一定の基準に基づく外的事象の、
　　詩空間（リルケ用語では「世界内部空間」Weltin－
　　nenraum、後述）への移行という形をとって行わ
　　れた。
　以上の二点を念頭において、リルケの政治的発言を
初期から最晩年まで追跡した結果、興味深い、リルケ
独自の語法があぶりだされてきた。言語・文化・国家・
宗教上の諸概念、「ロシア」、「イタリア」、「スペイン」、
「イスラム世界」、「ラテン世界」、「荒野」、「聖書」など
は、分裂を知らない持続的一体世界、閉じた「クロノ
トポス」（時空）を暗示する。これに対して、「プロイ
セン」、「ドイツ帝国」、「プロイセンードイツ」、「オース
トリア」、「ワイマール共和国」などは、癒されがたい
自己分裂に苛まれる現実、国家以前の似非国家、民族
以前の似非民族などを指している。
　前者のグループに属するリルケ用語をさらに付加
するならぼ、「ムソリーニ」、「ローマの理念」、「アルフ
レート・シューラー」、「ロシア革命」、「ミュンヘン・
レーテ」、「独裁者Diktator」、「マサリク初代チェコス
ロバキア共和国大統領」、「パリ」などであり、後者の
グループには、「ヴィルヘルムニ世」、「ドイツナショナ
リズム」、「第一次世界大戦」、「民主主義」、「ドイツ愛
国主義者」、「エーベルト」、「プラハ」（べ一メン州の
州都としての）などが属する。
　リルケの政治的発言は、通常の現代の政治学の常識
から見れば、到底理解できない。一方でロシア革命や
ミュンヘン革命を讃美する傍ら、他方では、平然とム
ソリーことそのローマ復活の思想を称揚する。左も右
もごちゃ混ぜの、素人の政治談議の見本のようであ
る。しかし、リルケの分類学は、通常の政治学による
ものではない。「それは詩空間へ移行可能な一体性を
もっているか、否か」、一この問いによって、ほとんど
一切のものとことが、従って政治的事件の数々や、政
治家もが、ふるい分けられているようである。
　とくにムソリーニ讃美が、リルケのファシスト的本
性として非難されることがあるが、このような意見を
前にして、われわれは、誤った期待を持って原典をつ
まみ読みすることの恐ろしさを、改めて確認できる。
「たとえぼイタリアやフランスの兵士としてなら、わ
たしは同胞として、死の犠牲をもいとわぬことでしょ
う」一このリルケの言葉は、ムソリーニが「イタリアの
鍛冶屋」として称揚される十行ほど前に期せられてい
ることを率直に認め、同時に一括して解釈されなけれ
ばならないはずである。これまでの、リルケを黒＝
ファシストと決め付ける研究は、これを怠っている、
あるいは、研究方法上、ナショナリズムに拘泥するゆ
え、それが不可能となっている。また、リルケのスラ
ヴとラテン贔屓ぶりを、ムソリーニ讃美に結びつける
のも、嗜好の問題ではないので（シュトルクに逆らう
ようだが）無理がある。
　「われわれは真に形象によって（のなかで）生きて
いるのだから」（“denn　wir　leben　wahrhaft　in　Figuren．”
『オルフォイスに寄せるソネット』1－12、SW．1－738）と
リルケが歌うとき、この言葉どおり、一般用語もリル
ケにとって広い意味でのメタファであった。「独裁
者」、「ムソリーニ」もまた尽り。その詩的世界の構成
要素そのものであった。「世界内部空間」は、どうやら、
リルケにとって形而上的な用語ではなかったようで
ある。それは文字通りの体験世界のなかで渉猟された
詩の言葉が作る、純粋な言語形象（Figuren）の世界で
あった。
　さて、そもそもPoetikがPolitikと重なるというこ
と自体が、あるいは、リルケの故郷プラハのドイツ語
文学の特徴であるかもしれない。しかも、いわゆる社
会主義リアリズムとは質的に一線を画する方法に基
づいて、詩と政治をリルケのように重ね合わせていっ
たプラハ出身の詩人が、他に複数存在する可能性は否
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定できない。そうであれば、こうした詩と政治の融合
現象は、プラハ的現象といいうるだろう。またそうで
あれば、世紀転換期のプラハの街のいかなる要素が、
かれらをしてそう在らしめたのかを追究しなければ
ならない。この観点からのカフカとリルケの比較は興
味をそそる。次回はそのあたりから各論に入りたい。
（つづく）
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